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 研究課題の総合的な評価  

該当欄 評価基準 

 Ａ＋ 期待以上の研究の進展があった 

○ Ａ 期待どおり研究が進展した 

 Ｂ 期待したほどではなかったが、一応の進展があった 

 Ｃ 十分な進展があったとは言い難い 

 
 
 評価意見 

本研究課題では、安全・安心の為のファイバセンサフォトニクスを実現することを

目的として、独自技術であるブリルアン光相関領域解析法（BOCDA 法）の高度化に

向けた基礎研究と要素技術開発を行い、各項目について目標を十分に達成している。

応用についても、有用性の確認が行われるなど成果をあげた。 

また、当該分野を超えて、周辺分野に応用可能なシミュレーション手法を開発する

など、関連学問分野への貢献も高い。応用実証実験についてもアピール力のある実験

を選択するなど、技術の普及に積極的に取り組んでいる。 

幅広い実用化に至るにはもう一歩の進展が必要であるが、全体として期待どおり研

究が進展したと評価できる。 

 

 

  


